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余り出てこないので、ここには解読が困難な文字や単語があります。

baattdaum aattda aumqttsb
(前国の説明 : 纏められた家が沢山集まったアウムクツツ国だった。)

panr dafttb umqand dabadava ar aba dapattb patsb dapaatsb daqaumaasb nadafdaum daqb
僅かで蓄えの貧しい国はあっさりしていて、小さく悪い傍の土地は適当で、深くない国だった。
プアト国、ダプアアトダ国、ダクアウムアア国は豊かでない家で支配があった。

bqttdaum aatsb nadaqttb daqand ar fatb daqand aum umdar air araumz
最新の家のアアト国は管理の無い国で、家の小さな国が成立した。
土地が良くて成立し、望みは色々な農地の場所で、土地の希望となった。

bbattb nadattb dar aind daqttdaum dafaid ar daum daqaind and badasb dafaaazi
無駄でない国は表面的で無い国で、農地の地域は支配されない家が十分な助けで、
土地や家が暗い地区には約束は十分可能だった。

saind aatdaum fttdaar batq umaatsb daqand aaqaand dafand dafand ar araum
地域を集めて家を設けても、足元の広い土地は拡がるままだった。
ウムアアト国が成立し離れたが、次々と長老ができ、次々と土地の希望があった。

batdaum qttb nadaqair aaar ar daumar aind daqar
多くの家は小さく自助が無く幾らかの土地は土地だが、敷地の地区は自立地であった。

pdaumand qbattdaum umqand fair batb nadafand ar aqaum batb nadapaatsb umsb
あばら家で少し小さな家は色々だとしても、良い場所は変化した。十分な世話の無い土地
でも水の希望で変化したのはナダプアアト国やその他の国である。

baatdaum aattb nadaum umbattsb nadaqand aatsb qaid nadaqaatsb umqaid dafaum sb
纏めた家に国を造り、家の無いウムバット国になり、奴連合は国を加えて少し助けて
ナダクアアト国とし、色々だったが自立希望の国であった。

bbatb fttda dafttsb nadaqttb dafand daumand aatdaqaid umqttb umfaum qttsb
事実足元の小さなダフツツ国は支配の無い国で、長老の家は悪いが自助で世話をして、
色々な小国や色々な集団をクツツ国にした。


